
 

御田小学校の宝物 

校長 小林 功明 

御田小学校の校長室に、小泉信三先生の「母校ヲ愛

スル者ハ國ヲ愛ス」という言葉が額装され、掲げられ

ています。この言葉は、本校の校訓として、引き継が

れています。御田小学校のことを知る上で、小泉信三

先生のことを知らないわけにはいかないと思い、調べ

てみました。まずは、インターネットを使って調べる

と、Wikipedia に、囲みのように書かれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、校長室に何

冊かある小泉先生の本

から、１冊目の本を読

みました。「伝記 小泉

信三」です。この本に

は、小泉信三先生が生

まれたときのことから

亡くなるまでのことが

書かれています。その

中で、小学生の頃、横

浜の小学校から、御田

小学校に転校してきて、そこで、慶應大学の創設者、

「学問ノススメ」で有名な福沢諭吉先生と一緒に三田

の地で暮らしたと書かれていました。その時に御田小

学校に通っていました。御田小学校の卒業生というこ

とになります。進学した慶應義塾では、テニスと勉強

に打ち込んだ、まさに文武両道の学生時代を過ごし、

慶應義塾の教授、そして塾長になった人です。その後

も、今の上皇陛下（前の天皇陛下）が皇太子時代の東

宮御教育参与となりました。 

この本の帯には、「善を行うに勇なれ」と書かれて

います。この言葉は、小泉信三先生が慶應義塾の塾長

時代に塾生（学生）一人ひとりに校訓として渡した５

か条のまとめの一節です。御田小学校の子供たちにも

「他者のよさや考え認め、主体的に自分の考えを伝え

られる児童」を目指す児童像として掲げています。 

SC来校日 

Ｎ先生…5/10・17・24 

Ｓ先生…………5/6・20・27 

５月の行事予定 

心のたくましさを求める御田小学校の目標に通じ

るものがあると思います。御田小学校の子供たちも

「たくましい心と体」を身に付けて、分かったことや

思ったことを行動に移せる、勇気をもった正しい行動

ができるようになってほしいと願っています。先輩が

行ってきたように。 

 

明日からゴールデンウィークです。密を避け、手洗

いの徹底をし、防衛体力を高めていく過ごし方をし、

感染症対策に十分気を付けてください。そして、御田

小学校のみんなと、元気いっぱいの姿で、また会える

ことを楽しみにしています。 

御田小だより 

日 曜 行 事 予 定 

1 土  

2 日  

3 月 憲法記念日 

4 火 みどりの日 

5 水 こどもの日 

6 木 視力検査（６） 

7 金 視力検査（５） 

8 土  

9 日  

10 月 聴力検査（２）委員会代表委員会 

11 火 尿検査２次 聴力検査（１） 

12 水 Ｂ時程 安全指導 眼科健診（全） 

13 木 耳鼻科健診（１、２） 

14 金 聴力検査（３）たてわり班活動（昼休み） 

15 土  

16 日  

17 月 朝会 

18 火 尿検査 2次（予備）学校たんけん（１、２） 

19 水 Ｂ時程 避難訓練（一斉下校） 

20 木  

21 金  

22 土 御田小家庭読書の日 

23 日  

24 月   

25 火  

26 水      Ｂ時程 

27 木 全国学力調査（６） 

28 金 Ｂ時程  

29 土 土曜授業日 体育表現発表 

30 日 体育表現発表予備日 

31 月 振替休業日 

～ ○みんな元気 ○たのしい 御田小 ～ 

港区立御田小学校 学校便り 

令和３年４月３０日  Ｎｏ．２ 

発行者 御田小学校長 小林功明

るい 

 

小泉 信三（こいずみ しんぞう、1888 年（明治 21 年）5 月 4

日 - 1966 年（昭和 41 年）5 月 11 日）は、日本の経済学者（経

済学博士）。東宮御教育常時参与として皇太子明仁親王（第 125

代天皇）の教育の責任者となる。1933 年（昭和 8年）から 1946

年（昭和 21 年）まで慶應義塾長。父は慶應義塾長（1887 年（明

治 20 年） - 1890 年（明治 23 年））や、横浜正金銀行支配人な

どを歴任した小泉信吉（こいずみ のぶきち）。 

 校長室に掲げてある額 
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